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国の補助事業を活用した石高（コクダカ）プロジェクトの新規計上、電力・ガス・食料品の価
格高騰対策として非課税世帯に対して3万円を給付する給付金などに関わる経費など、合計7,399
万4,000円が補正予算に計上されました。

令和５年６月定例会

６月定例会は、６月９日〜13日まで行われました。町から提出された議案を全て
原案の通り可決し、その他、町からの報告、請願、意見書についても議論しました。
また、一般質問では６名が登壇し、町の考えや対応を問いました。

令和５年度一般会計補正予算（第３次）を可決

〈 補正予算に対する主な質疑 〉
農業振興費における修繕料

秦 貞継 議員
問 町所有のパイプハウスの破損に伴う修繕

とのことだが、これまでの利用状況は。
また、受益者負担はないのか。

答	実証栽培などに利用していたもので、町
内の生産者へ貸与していた。費用負担に
ついては、使用者の過失がある場合を除
いては、町の負担とする内容で契約を締
結している。

国際芸術村事業活動支援費補助金

多賀 剛 議員
問 事業の内容は。
答	台湾から芸術家3名を招いて町内のNPO
団体が行う事業。内容としては、町内の
地域、文化資源の調査を行うとともに、
町民との交流を行い、町民に向けたアー
トワークショップや展示を行う。また日
本と台湾の文化の融合をテーマとしたイ
ベントなども実施予定。
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６月定例会 審議議案と結果
上程議案・概要 結果

条例の一部改正

町税条例の一部を改正する条例　
軽自動車税の種別割の区分のほか新たに特定原動付き自転車（電動キックボード等）を規定するなど 可決

町国民健康保険税条例の一部を改正する条例　
１世帯あたり132,682円（昨年比576円の減額）
１人あたり96,225円（昨年比1,483円の増額）

可決

令和４年度 補正予算

一般会計補正予算（第３次）7,399万4,000円増額　国の補助事業である過疎地域持続的発展
支援事業の採択を受けたことによる関係事業の追加計上など 可決

その他

町道の路線変更　町道下松村中線が完成したことに伴い町道下松3号線の終点の変更 可決

県市町村総合事務組合規約の一部変更 可決

農業委員会委員の選任について　岩原	稔さん　　　７町内 同意

農業委員会委員の選任について　江川	政次さん　　牧 同意

農業委員会委員の選任について　坂井	康司さん　　安座 同意

農業委員会委員の選任について　新田	良一さん　　萱本 同意

農業委員会委員の選任について　赤城	タカ子さん　松尾 同意

農業委員会委員の選任について　三留	弘法さん　　さゆりが丘 同意

農業委員会委員の選任について　江川	新壽さん　　上野尻 同意

農業委員会委員の選任について　星	敬介さん　　　上野尻 同意

農業委員会委員の選任について　五十嵐	新正さん　原 同意

農業委員会委員の選任について　武藤	佐代子さん　柴崎 同意

農業委員会委員の選任について　佐藤	健一さん　　橋立 同意

農業委員会委員の選任について　三瓶	常夫さん　　山浦 同意

※	農業委員会等に関する法律第８条第６項の規定により、利害関係を有しない者として中立的な御意見をいただく方も選任
しています。

請願

「国の『被災児童生徒就学支援等事業』の継続と、被災児童生徒の十分な就学支援を求める意見
書」の提出を求める請願書　 採択

意見書

「被災児童生徒就学支援等事業」の継続と、被災児童生徒の十分な就学支援を求める意見書 採択

森林整備を一層推進するための森林環境譲与税の譲与基準の見直しを求める意見書 採択

報告

令和４年度町繰越明許費繰越計算書

喜多方地方土地開発公社に係る経営状況

株式会社西会津町振興公社に係る経営状況
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〈 特別委員会 最終報告 〉

臨時議会は、５月９日に行われ、町から提出された「令和５年度西会津町一般会計補正予算（第
２次）」など３件について審議し、原案の通り可決しました。

〈 臨時議会報告 〉

補正予算の主な内容としては、国の物価高騰対策として実施する低所得の子育て世帯に対する
生活支援特別給付金のうち、ひとり親世帯を除く住民税非課税の子育て世帯などへの給付金に係
る関係経費を計上したものです。

一般会計補正予算（第２次）384万７千円追加補正

国の税制改正により地方税法の一部が改正されたことに伴い、町税条例の一部を改正するもの
と令和4年度補正予算において、国からの特別交付税などの額が決定したこと、除雪費に係る国
の追加配分があったことなど、議会を招集する時間的な余裕がなかったことから専決処分をした
ものについて承認したものです。

専決処分の承認

農業公社設立調査特別委員会は、令和４年12月から計８回にわたり調査及び町との協議を重ね
てきました。令和５年３月議会には、中間報告をまとめ今後の事業の進め方として付帯事項を付
して議会に報告しました。
（仮称）西会津町農業公社設立に関しては、概ね理解したものとするが、今後も町で進められ
る設立に向けた進捗など協議の場が必要と考えることから令和５年６月の議会改選後、速やかに
（仮称）西会津町農業公社に係る特別委員会を設置し、継続した協議が望まれることとしました。

農業公社設立調査特別委員会

議会活性化特別委員会は、令和元年12月から計15回にわたり開催しました。協議を進める中で
下審査機関としてデジタル化小委員会、常任委員会見直し会議を開催しました。新型コロナウイ
ルス感染症の影響により、十分な会議が開けない中、町民アンケートを行い、その結果をもとに
協議を進めるなど議会改革と議会活性化の調査検討について以下の７点についてまとめました。
①　町民が議会に参画するための制度について
②　政策提言・立案に関する資質の向上について
③　議会のデジタル化について
④　議会基本条例の評価・検証について
⑤　町民アンケート結果に基づく議会活性化の取り組みについて
⑥　常任委員会の見直しについて
⑦　その他、議会改革及び議会活性化に関する事項について

議会活性化特別委員会
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臨時議会は、７月11日に行われ、町から提出された「令和５年度西会津町一般会計補正予算
（第４次）」など３件について審議し、原案の通り可決しました。

〈 臨時議会報告 〉

補正予算の主な内容としては、「新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金」の追加計
上など。歳出では「消費再生商品券事業」や「中小企業等エネルギー価格高騰対策支援事業」など、
新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用したエネルギー価格物価高騰対策にか
かる関連事業費などを計上。

一般会計補正予算（第４次）4798万８千円追加補正

取得する財産	 	ケーブルテレビ自主放送創出設備（ヘッドエンド設備）一式1,188万円。
平成19年に購入した自主放送送出設備（ヘッドエンド設備）の耐用年数が経過し、メーカーの

修繕が困難になっていることから更新するもの。
※ヘッドエンド設備　	各種デジタル放送や地域自主放送などの番組をCATV配信できる信号に変

換・混合して伝送路に送出する設備。

秦　貞継議員	 	メーカーによる保証は。また、故障時の対応はどのようになるのか。
企画情報課長	 	保証期間は1年である。修繕への対応は充分できており、予備ユニットでの対応

も可能である。

取得する財産	 	除雪ロータリ　１台5,478万円　納入期限　令和６年11月20日
購入から20年以上経過し、老朽化が著しいことから更新するもの。

財産の取得について

議会選出監査委員として、荒海正人議員を選出。

監査委員の選任につき同意を求めること

荒海正人議員	 	空き家対策利活用調査等業務委託料の具体的な計画の内容は。
商工観光課長	 	町で候補となる物件を選定中であり、どういった活用ができるか官民連携で調査

し計画をたてる。

小林雅弘議員	 	消費再生商品券が町民にいきわたるのはいつ頃になるか。
商工観光課長	 	最短で９月11日の週に配布するのを目安に考えている。

秦　貞継議員	 	消防の消耗品費で計上されている消防安全靴は一足どのくらいの計上か。
町民税務課長	 	消防団全員に一足１万２千円（税別）の単価で考えている。

主な質疑
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新人議員紹介

出 身：奥川地区宮野
現住所：尾野本地区さゆりが丘
年 齢：64歳
趣 味：釣り、麻雀、ボーリング、
	 蕎麦打ち、野菜作り

〈最近言われること〉
　蕎麦打ち講習会をまた実施して
もらえないか。新蕎麦の時期にな
ったらやりたいと思います。蕎麦

打ちの技術を後世に伝えたい。
次期、蕎麦打ち名人を作りたい。

〈好きな言葉〉
　神様はいつも見ている。

〈議員としてのモットー〉
　町民の声を町政に伝える。町民
参加のまちづくり。

  長長
はは

谷谷
せせ

川川
が わが わ

　　正正
ただしただし

  仲仲
な かな か

川川
が わが わ

　　久久
ひ さひ さ

人人
とと

出 身：新郷地区呼賀
年 齢：56歳
趣 味：ゴルフ・料理
　ベストスコア（89）しばらく
やっていないので122たたきそ
う！！

〈よく言われること〉
　見た目が怖そう（>o<）
　中身はやさしいおじさんです。

見かけたら声を掛けてください
ね。

〈座右の銘〉
　何事も始めないと出来ない。

〈目指すこと〉
　出来る努力をし町民の皆さんに
信頼される議員を目指します。

  紫紫
しし

藤藤
ど うど う

　　真真
まま

理理
りり

子子
ここ

出 身：群岡地区下野尻
家族構成：夫・息子・両親・愛犬
趣 味：園芸（バラ栽培）・手芸
	 ドライブ
	 世界遺産の資料を読むこと

〈好きな言葉〉
　なせば成る　なさねば成らぬ何
事も　成さぬは人のなさぬなりけ
りby上杉鷹山

〈議員としてのモットー〉
　まずは「人」。安心して暮らせ
る町づくりを実現したい。
　次に「うるおい」。経済のうる
おい、生活のうるおい、こころの
うるおいを目指す。
　誰一人取り残さない優しい町
を！
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一
般
質
問
は
６
月
12
日
か
ら
13
日
ま
で
の
２
日
間
で
行
い
、

議
員
６
人
が
登
壇
し
て
、
町
政
の
課
題
な
ど
を
問
い
た
だ
し
ま

し
た
。

一
般
質
問

一
般
質
問
と
は

　

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
の
事
務
の
執
行
状
況
や
将
来

の
方
向
性
に
つ
い
て
報
告
や
説
明
を
求
め
、
町
民
の
た
め
の

適
切
な
行
政
運
営
が
進
め
ら
れ
て
い
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

も
の
で
す
。

事
前
の
通
告
に
基
づ
き
質
問

　

質
問
者
は
、
議
長
の
許
可
を
得
て
事
前
に
執
行
者
に
通
告

し
た
内
容
に
沿
っ
て
質
問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

１
時
間
以
内
な
ら
何
度
も
質
問
可
能

　

論
点
及
び
争
点
を
明
確
に
し
、
議
論
が
深
ま
る
よ
う
一
問

一
答
方
式
を
採
用
し
て
お
り
、
答
弁
を
含
め
て
１
時
間
の
時

間
内
で
あ
れ
ば
何
回
で
も
質
問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○荒海正人議員（８ページ）
　①子育て支援について
　②空き家対策について
○青木照夫議員（９ページ）
　①町の将来像について
　②移住定住について
　③町の複合施設について
○小林雅弘議員（10ページ）
　①おむつ代助成事業について
　②西会津中学生の海外研修について
○多賀剛議員（11ページ）
　①教育行政について（教育長の所信を伺う）
　②空き家対策について
○秦貞継議員（12ページ）
　①障がい者福祉について
○上野恵美子議員（13ページ）
　①リビングウィルについて
　②物価高騰対策について

※掲載ページは抽選による。
※掲載記事は２項目まで。

町政を問う町政を問う
ここが聞きたい　６人が登壇ここが聞きたい　６人が登壇

質
問
順
序

・
上
野　

恵
美
子	

議
員

・
小
林　

雅
弘	

議
員

・
荒
海　

正
人	

議
員

・
秦　
　

貞
継	

議
員

・
多
賀　
　

剛	

議
員

・
青
木　

照
夫	

議
員



8議会だよりにしあいづ／令和５年７月／162号

一
般
質
問

8

問
第
３
期
子
ど
も
子

育
て
支
援
事
業
計

画
策
定
に
あ
た
り
、
ど
の

よ
う
な
観
点
で
調
査
を
実

施
す
る
の
か
。

答
福
祉
介
護
課
長

計
画
見
直
し
に
向

け
た
ニ
ー
ズ
調
査
を
今
年

度
実
施
す
る
。
子
育
て
世

代
の
み
な
ら
ず
若
者
や
子

育
て
を
終
え
た
世
代
な
ど

調
査
対
象
と
調
査
項
目
を

拡
充
し
て
、
妊
娠
・
出

産
・
子
育
て
の
前
提
と
な

る
出
会
い
か
ら
結
婚
ま
で

も
含
め
た
支
援
を
検
討
し

て
い
く
。

問
地
域
で
子
ど
も
を

育
て
る
と
い
う
視

点
か
ら
、
例
え
ば
子
育
て

経
験
者
の
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ

の
調
査
や
世
代
間
ギ
ャ
ッ

プ
が
認
識
さ
れ
る
意
識
調

査
な
ど
も
必
要
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

答
福
祉
介
護
課
長

支
援
体
制
を
強
化

す
る
だ
け
で
な
く
、
地
域

内
に
よ
る
子
育
て
意
識
醸

成
の
た
め
に
も
、
周
知
対

答  様々な世代に対応する支援体制を検討
問  今後の子育て政策の考え方は

子育て支援

象
な
ど
も
広
げ
、
プ
ッ

シ
ュ
型
で
情
報
発
信
な
ど

を
し
て
い
く
。

問
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
設
置
に
つ
い
て
町
の
考

え
は
。

答
福
祉
介
護
課
長

現
在
、
町
に
は

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
は
な
い
が
、
設

置
に
は
事
務
担
当
者
の
配

置
や
安
全
な
預
か
り
場
所

の
確
保
、
会
員
へ
の
講
習

実
施
な
ど
課
題
も
多
く
あ

る
こ
と
か
ら
今
年
度
の
調

査
結
果
を
踏
ま
え
な
が
ら

検
討
し
て
い
く
。

問
子
育
て
政
策
を
支

え
る
横
断
的
な
連

携
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

答
福
祉
介
護
課
長

町
で
は
、
各
課
横

断
的
な
組
織
で
あ
る
事
業

連
携
推
進
会
議
を
立
ち
上

げ
、
子
育
て
政
策
に
関
し

て
も
議
論
が
重
ね
ら
れ
て

い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
機
会

を
捉
え
な
が
ら
各
所
連
携

し
て
い
く
。

問
産
後
ケ
ア
事
業
に

つ
い
て
町
の
取
り

組
み
は
。

答
福
祉
介
護
課
長

産
後
ケ
ア
事
業

は
、
出
産
後
の
心
身
と
も

に
不
安
定
に
な
り
や
す
い

一
定
期
間
、
産
婦
や
乳
児

が
助
産
院
な
ど
へ
入
所
通

所
し
母
体
の
保
護
や
保
健

指
導
を
受
け
る
も
の
で
あ

り
、
令
和
４
年
度
の
利
用

者
は
、
宿
泊
ケ
ア
１
名
、

日
帰
り
ケ
ア
１
名
で
あ
っ

た
。
今
年
度
か
ら
は
、
助

産
師
が
利
用
者
の
自
宅
を

訪
問
し
育
児
や
授
乳
方
法

な
ど
の
助
言
を
行
う
「
訪

問
ケ
ア
」
も
実
施
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
全
て
の
事
業
に

お
い
て
利
用
者
促
進
と
経

済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
町
が
全
額
負
担
し
て

い
る
。

問
地
域
に
お
け
る
子

育
て
意
識
醸
成
の

た
め
、
子
ど
も
を
対
象
と

し
た
体
験
活
動
や
仕
組
み

づ
く
り
に
際
し
、
活
用
で

き
る
支
援
事
業
創
設
に
つ

い
て
町
の
見
解
は
。

答
福
祉
介
護
課
長

子
育
て
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
施
設
「
キ
ッ
ズ
ラ
ン

ド
芝
草
」
に
お
い
て
、
設

置
目
的
に
沿
っ
た
利
用
で

あ
れ
ば
施
設
の
貸
し
出
し

や
講
師
な
ど
の
派
遣
に
も

対
応
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
こ
と
か
ら
積
極

的
に
活
用
し
て
ほ
し
い
。

　

新
た
な
支
援
事
業
の
創

設
に
つ
い
て
は
、
ニ
ー
ズ

調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
な
ど

に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い

く
。

荒海　正人 議員
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青木　照夫 議員

問
町
の
公
共
施
設
は

各
地
区
、
地
域

に
、
公
民
館
、
図
書
館
、

憩
の
家
な
ど
点
在
設
置
さ

れ
て
い
る
が
、
交
通
の
不

便
と
移
動
、
労
力
な
ど
に

課
題
が
あ
る
と
思
わ
れ
る

が
ど
う
か
。

答
企
画
情
報
課
長

協
働
の
ま
ち
づ
く

り
推
進
委
員
会
や
ま
ち
づ

く
り
デ
ザ
イ
ン
会
議
な
ど

で
は
複
合
施
設
の
必
要
性

の
提
案
・
言
及
は
な
い
。

問
憩
の
家
、
公
民
館

な
ど
は
高
齢
者
に

と
っ
て
は
利
用
が
不
便
で

あ
り
、
土
曜
、
日
曜
な
ど

利
用
す
る
ク
ラ
ブ
や
団
体

が
多
い
が
、
職
員
が
休
み

で
あ
る
。

　
ま
た
、
図
書
館
は
中
学

校
内
に
あ
り
一
般
の
方
の

利
用
頻
度
が
低
い
よ
う

だ
。

　
利
用
施
設
が
一
ヶ
所
に

あ
り
、
利
便
性
の
高
い
複

合
施
設
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
が
如
何
か
。

答
企
画
情
報
課
長

令
和
７
年
度
の
次

期
町
総
合
計
画
策
定
に
向

け
、
町
民
の
方
の
意
見
を

聞
き
検
討
す
る
。

問
複
合
施
設
は
窓
口

が
一
ヶ
所
で
３
６

５
日
対
応
が
可
能
で
あ

る
、
財
政
的
に
有
利
と
さ

れ
て
い
る
。
少
子
高
齢
化

社
会
に
向
け
た
「
コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
」
が
必
要
と

考
え
る
が
。

答
企
画
情
報
課
長

西
会
津
町
で
は
既

存
の
公
共
施
設
や
民
家
を

再
利
用
す
る
現
代
の
エ
コ

社
会
に
沿
っ
た
運
用
を
し

て
い
る
。「
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
」
に
つ
い
て
も
西

会
津
町
と
し
て
ど
の
よ
う

な
形
に
す
る
か
大
切
な
課

題
と
考
え
る
。

複
合
施
設

問 
公
共
施
設
を
集
約
化
し
た
複
合
施
設
の
検
討
は

答 
町
民
と
の
合
同
会
議
で
必
要
性
に
つ
い
て
の
提
案
・
言
及
は
な
い

西会津町公民館本館 西会津中学校町民図書館

西会津町老人憩の家
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問
雪
現
在
行
わ
れ
て

い
る
在
宅
高
齢
者

へ
の
お
む
つ
助
成
額
は
い

く
ら
か
。

答
福
祉
介
護
課
長

３
，
０
０
０
円
の

「
紙
お
む
つ
等
給
付
券
」

を
年
間
12
枚
支
給
し
て
い

る
。問

助
成
対
象
者
の
条

件
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。

答
福
祉
介
護
課
長

65
歳
以
上
の
方

で
、
日
常
生
活
を
営
む
の

に
支
障
が
あ
る
程
度
に
寝

た
き
り
の
度
合
い
や
認
知

症
の
度
合
い
が
進
行
し
て

お
り
、
介
護
認
定
調
査
な

ど
に
お
い
て
排
泄
が
全
介

助
で
あ
る
こ
と
、
そ
し

て
、
ひ
と
月
の
う
ち
14
日

以
上
は
在
宅
で
生
活
し
て

い
る
こ
と
が
条
件
で
あ

る
。

答  財源の確保について慎重に検討する
問  おむつ助成額を月５，０００円に増額を

福祉介護

問
介
護
者
の
経
済
的

負
担
を
軽
減
す
る

た
め
に
、
お
む
つ
助
成
額

を
月
５
，
０
０
０
円
以
上

に
上
げ
る
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

答
福
祉
介
護
課
長

事
業
を
拡
大
す
る

場
合
に
必
要
と
な
る
財
源

の
確
保
に
つ
い
て
慎
重
に

検
討
す
る
。

問
関
連
し
て
、
乳
幼

児
の
お
む
つ
助
成

制
度
を
つ
く
っ
て
は
ど
う

か
。答

福
祉
介
護
長

そ
の
必
要
性
な
ど

に
つ
い
て
も
今
後
検
討
し

て
い
く
。

小林　雅弘 議員

問
町
で
行
わ
れ
た

「
若
者
の
海
外
研

修
」
は
ど
の
よ
う
な
も
の

だ
っ
た
の
か
。

答
商
工
観
光
課
長

平
成
３
年
度
か
ら

６
回
に
わ
た
り
、
国
際
的

視
野
に
立
っ
た
人
材
の
養

成
を
図
り
、
若
者
な
ど
の

定
住
を
促
進
し
、
町
の
発

展
と
活
性
化
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
米
国
、

カ
ナ
ダ
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ

ン
ス
な
ど
に
７
日
間
の
日

程
で
派
遣
し
、
派
遣
団
の

総
人
数
は
84
名
で
あ
る
。

問
中
島
村
や
本
宮
市

は
、
中
学
生
の
海

外
研
修
を
行
っ
て
い
る
。

西
会
津
中
の
３
年
生
を
対

象
に
、
将
来
を
担
う
人
材

育
成
の
た
め
、
英
語
の
習

得
だ
け
で
な
く
異
文
化
を

教
育
・
異
国
文
化
体
験
事

業
」
の
実
施
や
外
国
語
指

導
助
手
に
よ
る
生
き
た
英

語
教
育
や
国
際
理
解
を

行
っ
て
い
る
。
海
外
研
修

に
つ
い
て
は
、
こ
う
し
た

取
り
組
み
を
検
証
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
く
。

西
中
生
の
海
外
研
修

問 

西
中
生
に
海
外
研
修
を
取
り
入
れ
て
は

答 

今
ま
で
の
取
り
組
み
を
検
証
し
検
討
す
る

肌
で
感
じ
る
た
め
に
、
海

外
研
修
を
行
っ
て
は
ど
う

か
。
た
だ
し
、
現
在
の
保

護
者
負
担
を
超
え
な
い
も

の
と
す
る
。

答
学
校
教
育
課
長

現
在
、
ブ
リ
テ
ィ
ッ

シ
ュ
ヒ
ル
ズ
で
の
「
英
語



11 議会だよりにしあいづ／令和５年７月／162号

一
般
質
問

11

多賀　剛 議員

問
少
子
高
齢
化
が
急

激
に
進
む
中
、
教

育
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳

し
さ
を
増
し
て
い
る
。
ま

た
、
社
会
や
経
済
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
、
人
工
知
能

の
進
化
、
部
活
動
の
地
域

移
行
、
教
職
員
の
働
き
方

改
革
な
ど
、
今
ま
で
以
上

に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
課
題
も
山
積
し
て

い
る
。
こ
う
い
っ
た
時
代

だ
か
ら
こ
そ
何
が
重
要
な

の
か
改
め
て
見
つ
め
な
お

す
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

今
後
本
町
の
教
育
行
政
の

ト
ッ
プ
と
し
て
、
そ
の
信

念
と
教
育
行
政
の
あ
り
方

に
つ
い
て
教
育
長
の
所
信

を
伺
う
。

答
教
育
長

今
ま
で
取
り
組
ん

で
き
た
、
不
易
と
流
行
を

教
育
基
本
と
し
、
産
官
民

の
知
の
リ
ソ
ー
ス
を
活
用

と
し
た
教
育
改
革
を
今
後

も
進
め
る
。
教
育
長
就
任

に
あ
た
り
、
こ
の
教
育
改

革
の
継
承
・
発
展
が
私
の

使
命
で
あ
る
。
産
官
学
民

連
携
教
育
プ
ラ
ン
の
基
本

理
念
の
も
と
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ク
ー
ル
と
し
て
の

地
域
の
教
育
力
を
活
か
し

た
地
域
に
開
か
れ
た
学
校

づ
く
り
、
個
別
最
適
な
学

び
と
協
働
的
な
学
び
の
実

現
を
目
指
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

積
極
的
な
活
用
、
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
ス
キ
ル
テ
ス
ト

を
活
用
し
た
読
解
力
の
向

上
、
幼
・
保
・
小
・
中
学

校
並
び
に
家
庭
・
地
域
の

連
携
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
開
発
と
実
践
、
そ
し
て

西
会
津
こ
ど
も
研
幾
塾
に

よ
る
人
材
育
成
、
西
会
津

か
る
た
に
よ
る
地
域
理
解

等
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

を
継
続
し
発
展
さ
せ
る
。

様
々
な
課
題
へ
の
対
応
と

し
て
は
、
教
育
現
場
や
地

域
の
声
を
聴
き
な
が
ら
、

慎
重
に
進
め
て
い
く
。
学

校
現
場
の
力
、
地
域
の
力

を
最
大
限
に
生
か
し
て
、

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
教

育
、
児
童
生
徒
が
主
体
的

に
自
分
自
身
や
集
団
を
高

め
ら
れ
る
教
育
の
実
現
を

目
指
し
て
い
く
。

教
育
長
所
信

問 
教
育
行
政
の
あ
り
方
に
つ
い
て

答 
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
教
育
を
目
指
す

答  空き家の発生抑制及び利活用がより一層図られる
問  包括連携協定の締結による期待は

空き家対策

問
今
般
、
本
町
は
全

国
古
民
家
再
生
協

会
と
全
国
空
家
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
協
議
会
西
会
津
支
部

と
空
き
家
利
活
用
推
進
に

向
け
て
包
括
連
携
協
定
を

締
結
し
た
。
こ
の
協
定
に

よ
り
、
ど
ん
な
こ
と
が
期

待
で
き
る
の
か
。

答
商
工
観
光
課
長

官
民
が
連
携
し
た

様
々
な
取
り
組
み
を
行
う

こ
と
で
、
空
き
家
の
発
生

抑
制
及
び
利
活
用
が
よ
り

一
層
図
ら
れ
る
。

問
本
年
度
ス
タ
ー
ト

し
た
相
続
土
地
国

庫
帰
属
制
度
や
令
和
６
年

か
ら
は
、
相
続
登
記
が
義

務
化
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
に

対
し
て
の
取
り
組
み
は
ど

う
す
る
。

答
町
民
税
務
課
長

こ
の
目
的
は
、
い

わ
ゆ
る
所
有
者
不
明
土
地

に
つ
い
て
、
そ
の
発
生
の

予
防
や
土
地
利
用
の
円
滑

化
を
は
か
る
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
公
共

事
業
や
民
間
取
引
な
ど
の

土
地
の
利
活
用
や
諸
問
題

の
解
決
を
図
る
も
の
で
あ

る
。
今
後
は
そ
の
周
知
に

努
め
て
い
く
。
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問
町
内
で
障
が
い
を

持
つ
方
々
の
人
数

や
生
活
状
況
の
現
状
は
。

答
福
祉
介
護
課
長

本
町
に
お
け
る
身

体
障
が
い
者
手
帳
、
精
神

障
が
い
者
保
健
福
祉
手

帳
、
療
育
手
帳
の
取
得
者

は
令
和
５
年
６
月
１
日
現

在
で
４
９
７
人
と
把
握
し

て
い
る
。
生
活
状
況
と
し

て
令
和
２
年
度
に
65
歳
未

満
の
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
者

95
人
の
状
況
は
、
家
族
と

同
居
し
て
い
る
方
が
56

人
、
一
人
暮
ら
し
が
９

人
、
福
祉
施
設
で
暮
ら
し

て
い
る
方
が
11
人
、
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
暮
ら
し

て
い
る
方
が
９
人
。
就
労

状
況
は
95
人
中
23
人
が
会

社
勤
め
や
自
営
業
な
ど
の

収
入
を
得
る
仕
事
を
し
て

い
る
。
こ
れ
と
は
別
に
、

西
会
津
授
産
場
で
就
労
支

援
を
受
け
て
い
る
方
が
令

和
５
年
４
月
１
日
現
在
で

27
人
い
る
。

問
障
が
い
者
の
人
口

の
推
移
の
見
通
し

答  徐々に段階を踏みながら進めたい
問  町民への理解醸成は

障がい者福祉

は
。答

福
祉
介
護
課
長

身
体
障
が
い
者
手

帳
、
療
育
手
帳
保
有
者
に

関
し
て
は
人
口
減
少
と
共

に
減
少
傾
向
で
あ
る
が
、

精
神
障
が
い
者
福
祉
手
帳

保
有
者
に
関
し
て
は
増
加

傾
向
に
あ
る
。

問
障
が
い
者
が
自
立

で
き
る
よ
う
に
支

え
る
体
制
は
。

答
福
祉
介
護
課
長

障
が
い
の
あ
る
方

が
就
労
に
よ
り
社
会
に
参

加
す
る
こ
と
は
、
経
済
的

な
自
立
だ
け
で
な
く
、
生

き
が
い
や
本
人
の
自
己
実

現
に
も
つ
な
が
る
。
町
で

は
関
係
機
関
と
連
携
し
、

就
労
や
社
会
参
加
に
向
け

た
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

問
授
産
場
の
重
要
性

に
つ
い
て
は
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
。

答
福
祉
介
護
課
長

就
労
が
難
し
い

方
々
を
支
援
す
る
、
町
の

中
に
唯
一
あ
る
重
要
な
施

設
と
考
え
る
。

問
町
が
考
え
る
障
が

い
者
と
の
共
存
の

理
想
像
は
。

答
福
祉
介
護
課
長

障
害
の
あ
る
な
し

に
か
か
わ
ら
ず
、
同
じ
と

こ
ろ
に
住
ん
で
い
る
方
々

が
お
互
い
を
気
に
か
け
な

が
ら
生
活
す
る
こ
と
で
安

心
を
得
る
こ
と
が
重
要
と

考
え
る
。
ま
た
、
障
が
い

の
あ
る
方
に
関
し
て
も
、

人
の
役
に
立
て
る
場
が
あ

れ
ば
、
自
己
実
現
に
つ
な

が
り
、
社
会
貢
献
に
つ
な

が
る
地
域
に
な
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
考
え
る
。

問
町
民
に
対
し
、
障

が
い
者
と
の
共
存

理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
な

取
り
組
み
は
行
っ
て
い
た

か
。答

福
祉
介
護
課
長

障
が
い
福
祉
理
解

に
関
し
て
は
充
分
な
周
知

と
は
言
え
な
か
っ
た
か
も

知
れ
な
い
。

問
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
、
広
報

誌
な
ど
、
定
期
的

な
情
報
発
信
が
重
要
と
考

を
徐
々
に
深
め
て
は
ど
う

か
。答

福
祉
介
護
課
長

障
が
い
者
雇
用
に

対
す
る
理
解
を
促
進
し
、

受
け
入
れ
態
勢
の
整
備
を

総
合
的
に
考
え
な
が
ら
努

力
し
た
い
。

え
る
が
町
の
考
え
は
。

答
福
祉
介
護
課
長

徐
々
に
段
階
を
踏

ん
で
情
報
発
信
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

問
ま
ず
は
町
役
場
に

お
い
て
障
が
い
者

雇
用
に
前
向
き
に
取
り
組

み
、
町
内
業
者
へ
の
理
解

秦　貞継 議員 
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一
般
質
問

13

問
現
在
の
物
価
高
騰

に
対
し
て
国
の
事

業
と
し
て
住
民
税
非
課
税

世
帯
な
ど
に
給
付
金
が
支

給
さ
れ
る
。
し
か
し
、
物

価
高
騰
は
住
民
税
非
課
税

世
帯
の
み
な
ら
ず
町
民
の

生
活
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、

現
在
の
物
価
高
騰
に
対
す

る
町
独
自
の
支
援
対
策
の

考
え
は
。

答
町
長

国
内
で
は
現
在
も

国
際
的
な
原
材
料
価
格
の

上
昇
や
円
安
な
ど
に
よ

り
、
日
常
生
活
に
密
接
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
料
品
な

ど
の
価
格
上
昇
が
続
き
、

国
民
生
活
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
。
町
で

は
こ
れ
ま
で
、
国
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
に
町
単
独
費
を
上
乗
せ

し
て
、
総
額
８
億
７
，
７

１
９
万
円
の
支
援
策
を
講

じ
て
き
た
。
具
体
的
に

は
、
町
民
一
人
当
た
り
５

千
円
の
消
費
復
活
商
品
券

の
配
布
、
及
び
企
業
や
介

護
事
業
所
、
農
業
者
な
ど

へ
の
事
業
者
支
援
で
あ

る
。
こ
の
交
付
金
は
本
年

度
も
町
全
体
で
４
，
９
４

１
万
８
千
円
交
付
さ
れ
る

見
込
み
で
あ
る
。
町
と
し

て
は
、
昨
年
度
同
様
に
町

民
を
対
象
と
し
た
生
活
者

支
援
策
と
企
業
や
農
業
者

な
ど
へ
の
事
業
者
支
援
策

に
取
り
組
ん
で
い
く
考
え

で
あ
り
、
現
在
、
町
商
工

会
な
ど
か
ら
の
要
望
を
踏

ま
え
具
体
的
な
事
業
内
容

を
整
理
・
検
討
し
て
い

る
。

物
価
高
騰
対
策

問 
現
在
の
物
価
高
騰
に
対
す
る
町
独
自
の
支
援
対
策
は

答 
現
在
、
具
体
的
な
支
援
内
容
を
整
理
・
検
討
し
て
い
る

答  普及啓発に努めていく
問  リビングウィルの取り組みは

リビングウィル

問
リ
ビ
ン
グ
ウ
ィ
ル

の
必
要
性
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
る
の

か
。答

福
祉
介
護
課
長

自
ら
が
希
望
す
る

医
療
や
ケ
ア
を
受
け
る
た

め
に
大
切
に
し
て
い
る
こ

と
や
望
ん
で
い
る
こ
と
を

自
分
自
身
で
前
も
っ
て
考

え
、
家
族
な
ど
と
話
し
合

い
共
有
し
て
お
く
こ
と
は

有
効
な
取
り
組
み
で
あ

る
。問

現
在
の
取
り
組
み

は
。

答
福
祉
介
護
課
長

65
歳
到
達
時
の
介

護
保
険
証
交
付
説
明
会

で
、
人
生
会
議
手
帳
と
し

て
「
わ
た
し
の
手
帳
」
を

配
布
し
、
今
後
の
暮
ら
し

に
必
要
な
支
援
や
医
療
・

介
護
に
つ
い
て
の
希
望
を

記
入
し
て
お
く
こ
と
の
有

効
性
を
説
明
し
た
。
75
歳

到
達
時
の
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
証
交
付
説
明
会

で
、
自
ら
が
望
む
人
生
の

最
終
段
階
に
お
け
る
医
療

や
ケ
ア
に
つ
い
て
家
族
な

ど
と
共
有
し
て
お
く
こ
と

の
重
要
性
を
説
明
し
理
解

を
促
し
て
い
る
。
今
後
も

普
及
啓
発
に
努
め
て
い

く
。

上野恵美子 議員
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議会の新体制が決定！
７月11日に開催された第４回臨時会において、正副議長をはじめとする議会構
成を決定しました。新体制となった西会津町議会を紹介します。

議長・副議長あいさつ

更なる議会改革・活性化
を推進し、個々のスキルア
ップと議会力の向上を図
り、町民の皆さんから信頼
され期待される議会を目指
し頑張ります。

時代の流れに取り残され
ることなく、町民の皆様の
声を大切にし、町民の皆様
に支持される議会を築くた
め、頑張ってまいります。

総務常任委員会
委 員 長　荒海　正人　　副委員長　小林　雅弘　　委 員　　武藤　道廣
委 員　猪俣　常三　　委 員　紫藤眞理子　　委 員　　秦　　貞継

経済常任委員会
委 員 長　三留　正義　　副委員長　仲川　久人　　委 員　　青木　照夫
委 員　上野恵美子　　委 員　長谷川　正　　委 員　　伊藤　一男

議会運営委員会
委 員 長　武藤　道廣　　副委員長　三留　正義　　委 員　青木　照夫
委 員　荒海　正人　　委 員　小林　雅弘　　委 員　仲川　久人

西会津町農業公社設立調査特別委員会
委 員 長　仲川　久人　　副委員長　三留　正義　　委 員　議長を除く全員

広報広聴常任委員会
委 員 長　上野恵美子　　副委員長　秦　貞継
（広聴分科会）
分科会長　上野恵美子　　副分科会長　三留　正義　　委 員　　武藤　道廣
委 員　青木　照夫　　委 員　猪俣　常三
（広報分科会）
分科会長　秦　　貞継　　副分科会長　小林　雅弘　　委 員　　荒海　正人
委 員　長谷川　正　　委 員　仲川　久人　　委 員　　紫藤　眞理子

議長　伊藤　一男 副議長　秦　貞継
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１番　紫藤　眞理子
当選回数：１期
出身：下野尻
所信表明
生活に即した問題を町民目線で取

り組んでいきたいと思います。

２番　仲川　久人
当選回数：１期
出身：呼賀
所信表明
「無信不立」町民に信頼されなけれ
ば町政は成り立たず。

３番　長谷川　正
当選回数：１期
出身：さゆりが丘
所信表明
これからも町民の皆様のため町発

展のために働いていきます。

４番　上野　恵美子
当選回数：２期
出身：４町内
所信表明
１期目の経験と学びを土台にして。

２期目も町の発展のために力を尽く
します。

５番　小林　雅弘
当選回数：２期
出身：上野尻
所信表明
議員の仕事は、行政のチェックと

提案です。実行できるよう勉強し、
力をつけていきます。

６番　荒海　正人
当選回数：２期
出身：小縄木
所信表明
今あるまちのカタチを尊重しなが

ら、未来に向けた議論をしていきま
す。

７番　秦　貞継
当選回数：３期
出身：萱本
所信表明
町民の皆様の声を胸に、西会津町
の未来のために一生懸命頑張ります。

８番　伊藤　一男
当選回数：４期
出身：下野尻
所信表明
町民の皆さんから信頼れるように、
これからも精進して参ります。

９番　三留　正義
当選回数：４期
出身：４町内
所信表明
何事も基本から取り組み、皆さん
と一緒に前進します。

10番　猪俣　常三
当選回数：４期
出身：道目
所信表明
「所信を忘れずに」の言葉の如く。
議会活動に専念し、町民の福祉向上
に努める。

11番　青木　照夫
当選回数：６期
出身：９町内
所信表明
議員は町民の代表として地域住民
の声を行政に伝えるのが第一です。

12番　武藤　道廣
当選回数：８期
出身：新町
所信表明
信頼・情熱・実行をモットーに暮
らしやすいまちづくりを目指します。
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―就任後に取り組みたいことは？
この３年間、コロナの影響があって、体
育行事や各種大会が開催されなかったが、
親睦を深めるための町内行事、大会などを
復活させたい。
体育協会の本来の目的は、町民の体力の
向上と健全な体育の振興であり、公民館行
事のみでなく健康増進課や、介護福祉課と
の横の繋がりを模索しながら、町民の健康
長寿の延伸に取り組んでいきたい。

―市町村対抗競技への対応は？
昨年の野球大会はベスト8に進出し、チ
ームの士気も向上していると伺っている。
駅伝やソフトも含め、練習環境の整備やバ
ックアップ体制を作り、選手が大会に集中
して取り組める環境を整えて行きたい。
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編
集
委
員（
広
報
分
科
会
）

分
科
会
長　

秦　
　

貞
継

副
分
科
会
長　

小
林　

雅
弘

委　
　

員　

荒
海　

正
人

委　
　

員　

長
谷
川　

正

委　
　

員　

仲
川　

久
人

委　
　

員　

紫
藤
眞
理
子

議
会
だ
よ
り
１
６
２

号
の
発
行
を
も
っ
て
、

広
報
分
科
会
最
後
の
仕

事
と
な
り
ま
し
た
。
会

長
と
し
て
、
多
く
の
皆

さ
ん
に
読
ん
で
い
た
だ

く
た
め
に
、
ど
の
よ
う

な
紙
面
づ
く
り
が
い
い

の
か
、
常
に
委
員
全
員

で
試
行
錯
誤
し
な
が
ら

編
集
に
取
り
組
ん
で
き

た
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
、

新
し
い
フ
レ
ッ
シ
ュ
な

委
員
の
も
と
で
、
多
く

の
皆
さ
ん
に
読
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
な
紙
面

づ
く
り
を
期
待
し
て
、

退
任
の
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。
４
年
間
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。	

伊
藤
一
男

編

集

後

記

議
会
の
動
き

令
和
５
年
６
月
５
日
に
開

催
さ
れ
た
福
島
県
町
村
議

会
議
長
会
第
１
回
定
期
総

会
に
お
い
て
、
青
木
照
夫

議
員
（
写
真
中
央
右
）
が

町
村
議
会
議
員
と
し
て
20

年
以
上
在
職
、
伊
藤
一
男

このコーナーでは、町内で活躍されている方を取り上げ紹介しています。
今回は、今期で議員を引退し、西会津町体育協会会長に就任されます小

こ
柴
しば

敬
けい
さんに、就

任後の抱負などを伺いました。

福
島
県
町
村
議
会
議
長
会

福
島
県
町
村
議
会
議
長
会

か
ら
４
名
の
議
員
、
１
名

か
ら
４
名
の
議
員
、
１
名

の
事
務
局
員
が
表
彰
。

の
事
務
局
員
が
表
彰
。

議
員
（
写
真
中
央
左
）、

三
留
正
義
議
員
（
写
真

右
）、
猪
俣
常
三
議
員
（
写

真
左
）
の
３
名
が
町
村
議

会
議
員
と
し
て
12
年
以
上

在
職
、
ま
た
、
長
谷
川
事

務
局
長
が
議
会
事
務
局
職

員
と
し
て
10
年
以
上
在
職

し
た
功
労
に
よ
り
、
自
治

功
労
者
表
彰
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

６
月
９
日
の
議
会
定
例

会
に
お
い
て
表
彰
状
が
伝

達
さ
れ
ま
し
た
。

市町村対抗福島県軟式野球大会ふくしま駅伝市町村対抗福島県ソフトボール大会


